
中小建設業の

エコシステム創生プロジェクト   kickoff meeting
～  認定支援機関による地域のICT施工の提案力  ～

‘2311.30(木)

基調講演

講 演 オープンディスカッション

主催：経営革新等支援機関連合会
後援：地方創生SDGs官民連携プラットフォーム

建設業界では、i-Constructionの推進を通じて、ICT建設機械や無人航空機（UAV）等を活
用したICT施工等、設計・施工におけるデジタル技術の積極的な活用を進めてきました。
 インフラ分野のDXは、これまでのi-Constructionの取組を中核とし、インフラ関連の情報提供やサー
ビス（各種許認可等）を含めてDXによる活用を推進していく「インフラの利用・サービスの向上」と、建
設業界以外（通信業界、システム・ソフトウェア業界等）や占用事業者を含め業界内外がインフラを
中心に新たなインフラ関連産業として発展させる「関連する業界の拡大や関わり方の変化」の２つの
軸により、i-Constructionの目的である建設現場の生産性の向上に加え、業務、組織、プロセス、
文化・風土や働き方を変革することを目的とした取組みとしています。 

◆中小建設業におけるＩＣＴ施工
国土技術政策総合研究所 社会資本マネジメント研究センター
社会資本施工高度化研究室 主任研究官 大槻 崇 様

◆カッコイイ中小建設業エコシステム
経営標準化機構株式会社 代表取締役 宮沢 悟

上記の講演者につきましては都合により変更・追加となることがあります。

－ 立ち位置の異なる関係者とともに成功イメージを確立 －

 １ エコシステムの創生
 ２ 新たな人材の流入
 ３ これだけはやってほしい
 ４ 情報発信のチカラ

氏名・所属・役職・TEL・E-mail・属性
（行政/団体/建設業/建設業取引先/支
援者/その他）につきご連絡ください。

■ 申込フォーム ※ FAXの場合は下記参照
www.keikakuren.jp/kensetsu/231130form/

＜ご来場の皆様へ＞
会場内では、撮影業者が入るなどオンライン配信やSNS投稿なども
予定しております。インターネット配信、広告物やWeb上で使用され
ることがありますので予めご了承ください。
※個人の特定がＮＧなどの方には一定の配慮をする予定です。

経営革新等支援機関連合会（運営本部：経営標準化機構株式会社）
所在地：東京都千代田区神田錦町1-23-7 iComfort神田橋
ＴＥＬ：03-5259-9100 （ FAX：03-5259-9103 ）
E-Mail：kensetsu@keikakuren.jp

@kakkoii-kensetsu
YouTube 「カッコイイ中小建設業ちゃんねる」

参加
無料

大臣官房参事官（イノベーション）森下 博之 様

Ver.1.0版

インフラ分野のDX
アクションプラン（第2版）

＜ お申し込み ＞

（ 受付開始 13:30 ）

14:00－17:10
〔開催会場〕 全国都市会館 ２階大ホール ／ オンライン参加可能

全国都市会館 ２階大ホール（東京都千代田区平河町２丁目４−２）

http://www.keikakuren.jp/kensetsu/231130form/


ICT施工で中小建設業をつよくする

カッコイイ中小建設業 の
エコシステム創生プロジェクト

お 金 ノウハウ 人 材

成長志向の企業を応援しようと
いう政策の方向性に着目。
赤字企業であっても融資と補助
金でＩＣＴ施工に必要な設備
投資を実現する事例は多い。

ＩＣＴ施工に必要となる知識があ
るのは事実。ＩＣＴ施工を学んだ
まますべてを実行するのは難しい。
自社の生産性を向上させるための
ＩＣＴ施工の一歩目を見定める。

ＩＣＴ施工は重要だが人材確
保も人材育成にもコストがかかる。
社内人材を活用するのか、社外
人材を活用するのか、業務を外
注するべきかが重要な経営判断。

＜ SDGs推進に関する取組み ＞
経営革新等支援機関連合会は、自らがSDGsに賛同しこれに取り組むだけでなく、認定支援機関等
の中小企業支援者によって中小企業のSDGs経営が推進されるよう自らの取組みを大声で発信し、
認定支援機関等の中小企業支援者に向けた価値あるサポートができるよう様々な取組みを行うことを
『SDGs大声宣言』として表明しています。中小企業等経営強化法に基づく経営革新等支援機関
（通称：認定支援機関）として中小企業を支える方々とともに、SDGs推進が認定支援機関の
新しい役割りとすることを沢山の方々へ呼び掛けております。

中小建設業が抱えるＩＣＴ施工の 解決できる問題 がある

やりたい！  得意！  を 集結する！！

おともだち企画 取材依頼
エコシステムには仲間とご一緒に！
経営者単独では解決困難な課題について、課題を共有す
る仲間とともにこのＰＪＴに参加することを推奨しています。

「おともだち企画」で参加した方のＩＣＴ施工への取組み、
検討の内容のほか課題や成果などの情報を収集しています。
取材にご協力いただける方を 募 集 しています。
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